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パラグアイ共和国向け貧困農民支援（2KR） 

現地調査協議議事録 

（和訳） 

 

 

パラグアイ共和国政府の要請を受け、日本政府は 2009 年度貧困農民支援（以下「2KR」）に関する

調査実施を決定し、国際協力機構（以下「JICA」）に右調査の実施を委託した。 

 

JICA は JICA パラグアイ事務所 岩谷 寛次長を団長とする調査団（以下、「調査団」という）を

2009 年 11 月 29 日から 12 月 13 日まで「パ」国に派遣した。 

 

調査団はパラグアイ共和国政府関係者（以下「パ」国側）と協議を行うとともに、調査対象地域の

サイト調査を行った。 

 

右協議及びサイト調査の結果、三者は添付文書に示した主要事項につき確認した。 

 

アスンシオン、2009 年 12 月 10 日 

 

 

 

 
岩谷 寛 

調査団長 

国際協力機構 

 マルシアーノ・バレート 

総局長 

企画総局 

農牧省 

パラグアイ共和国 
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添付文書 

 

１．2KR の流れ 

1-1. パラグアイ側は、調査団が説明したとおり、別添 I に示す 2KR の目的及び流れを理解した。 

1-2. パラグアイ側は 2KR の円滑な実施のため、別添 I に示すとおり、必要とされる措置を取る。 

 

２．2KR 実施体制 

2-1. 実施責任機関 

2KR の実施責任機関は農牧省（以下、「MAG」と記す）である。 

2-2. 配布体制 

2KR により調達された資機材は主に MAG による直接販売のほか、小規模・中規模農民の支援

に重要な役割を果たしている民間機関（農業協同組合、NGO など）及び農業金融公庫（以下、

「CAH」と記す）等の公的機関を通じて配布される。 

 

３．対象地域、作物及び品目 

3-1. 2009 年度 2KR 対象地域は、原則として貧困農民の数が圧倒的に多い東部地域を対象とする。

しかしながら、近年、農牧省は政策的に西部地域の貧困農民支援を強化しつつあることから、

2KR の趣旨に合致する場合は西部地域も排除しない。 

3-2. 2009 年度 2KR 対象作物は、主に大豆、トウモロコシ、小麦、コメ及びキャッサバとする。 

3-3. 調査団との協議後、パラグアイ側は、農民のニーズが高く効率的な販売を見込むことができ

る肥料を優先品目とすることを要望し、両者は合意した。対象作物及び入札による効率的な

調達を考慮し、対象肥料の種類と量を以下のとおりとした。なお、調達は日本側で承認され

た予算の範囲内で行われる。 
品目名 要請数量 単位 調達先国 優先順位 

化成肥料 0-30-10 50,000 50kg 入り袋 1 
尿素 46-0-0 40,000 50kg 入り袋 2 
化成肥料 10-20-10 30,000 50kg 入り袋 

パラグアイを除

くすべての国 

3 

 

４．見返り資金 

4-1. パラグアイ側は見返り資金の適切な管理・活用の重要性を確認し、見返り資金にかかる実施

体制について以下のとおり説明した。 

a. 見返り資金の積立方法については、別添 II に示すとおりである。 

b. MAG の 2KR プログラム調整局が見返り資金の積立、日本大使館や JICA に対する見返り資

金積立口座の銀行明細の半期に一度の提出、日本大使館や JICA に対する見返り資金プロジ

ェクト使用計画提出の責任機関である。 

4-2. 見返り資金の積立及び使用状況は別添 III に示すとおりである。 

4-3. パラグアイ側は、2009 年度 2KR が実施された場合には、同年度用のための銀行口座を新た

に開設し、また E/N ごとに新たな口座を開設する旨約束する。 

4-4. パラグアイ側は、見返り資金の管理及び使途に関わる外部監査を実施する旨合意した。 
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4-5. パラグアイ側は、家族経営型農民の貧困削減に資するプロジェクトに見返り資金を使用し、

今後もこれらの目的のために見返り資金を優先的に使用する旨合意した。また、見返り資金

を使用する前に、日本側の承認を得ることについて合意した。 

 

５．モニタリングと評価 

5-1. パラグアイ側は調達資機材の配布・使用状況に関するモニタリング及び評価の実施のため、

年 2 回日本側と協議を行う旨合意した。 

5-2. パラグアイ側は、2009 年度 2KR が実施された場合には、供与資機材の見返り資金の販売終

了後、2KR の調達及び配布の進捗状況に関する『モニタリング報告書』を作成し、JICA に

提出する旨約束した。 

 

６．その他 

6-1. パラグアイは、2KR の政策である「デュアル戦略」を理解した。つまり、購入品目の農民

への販売事業は第一義的に食料増産を目的とし、積み立てた見返り資金は、各種の貧困対

策プロジェクトの実施を通じて、家族経営型農民の自立化支援を目的として活用される。 

6-2. MAG は、貧困農民支援のために家族農業の強化を重視している。これは、パラグアイ政府

の開発指針であるところの「経済社会戦略計画（2008-2013）」中にある、「農業の総合的な

改革、家族農業の再活性化」と「雇用の創出と貧困削減」に位置づけられる。 

6-3. 対象とするべき家族経営型農民の定義は次のとおりとすることを確認した。 

平均的な生産のため家族的労働力を主に使用しており、また生産過程の特定の時期に、1

年当たり 20 人以上の臨時賃金労働者を雇用しておらず、農場及び/または近隣のコミュ

ニティに居住し、自己所有、賃貸またはその他の方法のいずれであっても、また生産す

る作物の種類によらず、東部地域では 50ha 以上、西部地域では 500ha 以上の土地を使用

していない農村の生産的活動を行っていること 

この定義は、現在パラグアイ政府が実施中の「小農支援のための総合的農村開発調査」（El 

Estudio para el Desarrollo Rural Integral dirigido al Pequeño Productor：EDRIPP）においても適

用されており、メルコスールにおける家族農業の定義でもある。 

6-4. 過去に実施された 2KR 調達資機材の在庫に関し、MAG はこれらの販売を迅速に行うこと

を約束し、また 2KR の再開にあたり、販売体制を強化することを約束した。一方、MAG

は生産者組合連合（以下、「FECOPROD」と記す）と戦略的な連携を行い、全国の農業協同

組合を通じた販売・配布システムに関する協定を結ぶことを約束した。また、MAG は、CAH

との連携についても検討すると述べた。2KR は、FECOPROD、各農協及び CHA が実施す

る小中規模農家支援の各種プロジェクトに対し効果的・効率的に貢献するものである。

MAG は 2KR の採択後速やかに、FECOPROD 及び CHA と 2KR に関する協定を締結するこ

とを約束した。 

6-5. MAG と調査団は、見返り資金による優良プロジェクトを形成するために、JICA とのより

密接な協議の機会が有益であることを確認した。JICA は、昨年及び今年の政策協議で合意

された「小農自立化支援プログラム」に合致したプロジェクトの形成を期待すると述べる

とともに、EDRIPP において作成中の、テリトリーアプローチに基づく総合的農村開発のた
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めの長期マスタープランを踏まえたプロジェクトが望ましいと述べ、MAG は合意した。 

6-6. MAGは見返り資金プロジェクトの 1つとして技術支援能力強化を目的とするプロジェクト

も承認されるよう要請した。 

6-7. 調査団からパラグアイ側に対するオブソリート農薬処理問題に関する問い合わせに関し、

パラグアイ側は FAO と「元 OFAT の火災の影響を受けた農薬の最終的処分」に関する協定

が締結され、12 月後半には資金の移動が完了することから、具体的な処理の手続きが開始

される旨説明した。 
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別添 II-1 
55 

     別添 II 
 

販売手順 
 

 
現金販売 

肥料購入を希望する個人または団体は、2KR プログラム局の販売事務所でま

ず代金を支払う。そして支払いを証明する領収書の原本と購入品目を倉庫から

受け取るための引渡し指示書を受け取る。 
 
 信用販売 
信用販売を希望する個人または団体は、2KR プログラム運営マニュアルに規

定された必要な書類を提出する。申請が承認されたら、関係書類（売買契約書

－手形）の署名をもって購入手続きが行われる。 
また、購入品目の 10%に当たる金額を支払わなければならない。これによりこ

の支払いに関する領収書と購入品目の引き渡し指示書が発行される。 
 

パラグアイ中央銀行の口座への見返り資金積立 
 
現金そして信用販売で徴収した代金は、代金受領から 24 時間以内に新規に

見返り資金口座として開設される特別口座に入金する。  
国庫預金証明書の付属書がついた伝票により、入金が農牧省の経理部に通知

される。 
 

見返り資金管理表 
 
信用販売及び現金販売で徴収した代金の中央銀行への積立てに従い、月末に

銀行の関連部署に特別口座 081 の当該月中の預金額と引き出し額の総額につい

ての銀行証明書を申請する。 
これらのデータで、見返り資金管理表を作成するが、見返り資金積立額は口

座残高と一致していなければならない。 
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添付資料 2 

収集資料リスト 

 

現地収集資料（現地で収集した全資料） 

・ Plan Estratégico Económico y Social PEES – 2008/2013 (Propuesta para un crecimiento económico 
con inclusión social en Paraguay), Equipo Económico Nacional, Gobierno de la República del 
Paraguay, September 2009 

・ Marco Estratégico Agrario 2009-2018, Ministerio de Agricultura y Ganadería, December 2008  

・ Estadísticas Recientes sobre POBREZA (Encuesta Permanente de Hogares 2007), Dirección de 
Estadística, Encuestas y Cénsos, 2007 

・ Principales Resultados de la Encuesta Permanente de Hogares 2005, Dirección de Estadística, 
Encuestas y Cénsos, 2005 

・ Compaña Agrícola 2009-2010, Ministerio de Agricultura y Ganadería, July 2009 

・ Principales resultados EPH/2007 Encuesta Permanente de Hogares, Dirección de Estadística, 
Encuestas y Cénsos, 2008 

・ 『パラグアイ南東部小規模農協強化計画 2007 年-2009 年比較調査 最終報告書』、JICA パラ

グアイ事務所、2009 年 3 月 

・ 『農民の営農状況に関する調査』、JICA パラグアイ事務所、2007 年 9 月 

 

その他の参考資料（日本での収集資料） 

・ Country Profile Paraguay 2008, The Economist Intelligence Unit, 2008 

・ Country Report Paraguay, The Economist Intelligence Unit, August 2009 
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２．収集資料リスト



 
 
 

添付資料 3 

ヒアリング結果（DEAg/農業普及局園芸普及部） 

1．場所：DEAg / アスンシオン市 

2．時間：2009 年 12 月 2 日 15:30～ 

3．出席者： 

 Graciela E. de López  野菜普及担当 

 Juanita Caballero   野菜普及担当 

 平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  DEAg の役割 

・DEAg の業務は、野菜、果樹栽培技術の普及である。具体的には普及員へのトレーニング

である。普及員の知識では賄えない技術を直接農民にトレーニングすることもある。 

・土壌管理は DEAg の専門ではなく、農牧省内に別の部署がある。 

・組織は、中央事務所の下に、14 の地方事務所、その下に全部で 128 カ所の各普及所があ

る。 

・DEAg の支援農家は、小農全体の 15%程度である。 

・その他、野菜、果樹技術についての教材の作成などを行っている。農牧省の右腕といえ

る。家畜、農産業、土壌、灌漑など各部署がそれぞれ指導を行っている。 

 

(2)  DEAg と 2KR 

・DEAg はパラグアイ農業の全国的な情報をもっているので情報提供やアドバイスができる

と考える。 

・直接的関与ではなかったが、過去に 2KR の肥料購入の際に農牧省が農民に提出を義務づ

けていた対象作物の生産証明書を普及員が発行したという関わりがあった。 

 

(3) 施肥について 

・DEAg では施肥についても指導をしている。まず土壌分析をして、その結果に従って施肥

をする肥料の種類や量を決めることが望ましい。しかしながら、パラグアイでは、土壌

分析ができるラボは、大学、CETAPAR などわずかであるし、小農は経費を負担するのが

難しい。したがって、各成分に偏りのない肥料、NPK12-12-17-2、NPK15-15-15 などを使

うことを勧めている。 

・大農は土壌分析を行って、その結果に従い施肥をしている。農家によっては独自に技術

者を雇用しているところもある。 

・NPK10-20-10 はサトウキビ栽培地域でよく使っている。尿素は葉物野菜に使っている。
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・小農は野菜だけではなく、サトウキビも作っている。サトウキビは施肥なしでは育たな

い。 

・伝統的自家消費作物（キャッサバ、トウモロコシ、ポロト豆（サヤインゲン）、落花生、

サツマイモ）は施肥をしてない農家もある。 

・綿花、ゴマは換金作物。ダイズは大規模農家が作っている。 

・野菜は肥料をたくさん使う。 

 

(4) 小農、貧困農民の定義 

耕作面積だけで、小農、貧困農民を定義するのは難しいと思う。2ha でもうまく営農して

いる人もいれば、20ha でもかなり貧しい人もいる。逆に言えば、首都圏では 2ha でも十

分である。われわれは小農の定義に JICA が設定した定義を使用している。 

 

(5) 2KR への提言 

・最近まで農牧省が展示会で農機具を展示して売っていたので、2KR が 1999 年で終了して

いたとは意外に思う。 

・2KR 再開があるのなら、その肥料がきちんと小規模生産者に届くよう十分管理して欲し

い。小規模でなくてもせめてほんとうに生産者に届くようにしてほしい。有名な誰それ

がいつほしがるかわかならいという理由で、ストックを取っておいたりしてほしくない。 

・調達代理機関が農牧省の代表として日本で入札を行い、船積み前に第三者機関が検査を

するなら、肥料の品質、仕様を確保できると思う。 

・いつも技術指導をする際に、肥料はどこで購入するべきか農家に尋ねられる。販売は、

現場経験のある人が担当するべきである。農牧省はおそらく前回と同じような体制で、

販売をするであろう。少なくとも再販するようなことがないように十分管理すべきであ

る。 

・われわれ普及員としては、肥料が適切に届くべき人に届くことを切に願う。日系の農家

もアクセスできるようにしていただきたい。また、きちんとした対象者の定義が必要と

なろう。 

・もし DEAg に協力を求めるのなら、その仕組みを作る段階から参加させてほしい。 

・パラグアイでは、何事に関してもモニタリング体制が欠けている。今後は、モニタリン

グ体制を整えるべきであろう。 
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ヒアリング結果（INCOOP/国立協同組合院） 

1．場所：INCOOP/アスンシオン 

2．時間：2009 年 12 月 3 日 14:00～ 

3．出席者： 

 Antonio Ortíz Guanes  総裁 

 Angel Caballero Rotela  コーディネーター 

 Aníbal Fanego Ruíz Díaz 農牧省 2KR 計画調整局コーディネーター  

  Raúl Maidana  農牧省 2KR 計画調整局技術部長 

 平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  2KR についての説明 

(2)  FECOPROD 協力について INCOOP の見解 

・2KR 肥料の輸送、販売に関して FECOPROD が協力する場合、実際実行するのは FECOPROD

ではなく、傘下の農協である。ただ、自分の知る限りでは、小農が組織する農協は倉庫

を持っていない。倉庫を持っているのは、大農が組織する農協である。 

・地方自治体の方が倉庫を持っているところが多いのではないかと思う。また、大農の農

協は保管設備自体を持っていても、自分たちの品物を入れるので、余ったスペースがな

いと思う。 

・INCOOP としては、小農が集っている組合で倉庫を持っているところをリストアップするこ

とくらいの協力はできる。CEPACOP という、傘下に 5 つの農協をもつ団体（カアグアス

県、コルディジェラ県、サン・ペドロ県）も紹介できる。 

(3) INCOOP による小農向けプロジェクト 

・INCOOPE が小農向けに継続して実施しているプロジェクトは特にない。特別な要請がな

い限り、プロジェクトがあったとしても FECOPROD が実際にやっている。 

・まだアイデア段階であるが、INCOOP のプロジェクトとして、小規模な農協しかない地域

で INCOOP が農協運営の役員の経費を 3 年間補助し、農協を育成する考えがある。共同

購入すれば、肥料なども安く買える。 

・他の支援は、生産性向上に向けた支援が多いが、生産性はもともとそれほど悪くはない。

小農の問題は生産にかかるコストが高いこと。消費資機材は市価の 2 倍、生産物の販売

は市価の 1/2 になってしまう。この面の支援を JICA のプロジェクトとしても取り込んで

ほしい。 
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ヒアリング結果（FECOPROD/生産者組合連合） 

1．場所：FECOPROD/アスンシオン 

2．時間：2009 年 12 月 3 日 15:00～ 

3．出席者： 

 Blás Cristaldo Moniz  Gerente General  

 Enso Batu  技術者 

 Aníbal Fanego Ruíz Díaz 農牧省 2KR 計画調整局コーディネーター   

  Raúl Maidana  農牧省 2KR 計画調整局技術部長 

 平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  FECOPROD 協力の可能性 

・もし 2KR 供与が決まった場合、販売に関し協力が可能。 

・FECOPROD に販売協力を依頼する際の農牧省の方針は以下のとおり： 

- 販売時にセンサスに協力した生産者はセンサス済み生産者の登録または地域

の公的機関による生産者としての登録などの対象作物の生産証明の提出を求

める。今回は農協の生産証明でも OK とする。 

- 一定の条件を満たしていれば組合員でなくても購入可とする。 

- 肥料は劣化が早く、迅速な販売が必要なため、面積基準で小規模農家であれば

収益が良い人にも販売する。面積基準も厳格にはしたくない。200ha 以上の農

家を除外することはいうまでもないが、100ha くらいの農家だといろいろなパ

ターンがあり、必ずしもうまくいっているとは限らない。 

- 月賦販売も可。 

・農協では土地所有面積の記録はきちんととっているので、面積を基準にするのは問題な

いと思う。FECOPROD 組合員の農地 約 48 万 ha のうち、50～60%は、50ha 未満の農家で

ある（20 万 ha 以上）。その中には、ブラジル系、日系などの農家もあり。 

・組合を通して売る利点は、すでに組合では各組合員の購買履歴をもっているので、それ

以上に異常にたくさん購入したらおかしいというのがわかる。 

・組合を通じた販売の場合、どうしても組合員優先にせざるを得ない。残ったら非組合員

も購入できるとする。また、農協は一般にも資材調達部をもっており、非組合員にも販

売するが、組合員用と非組合員用の販売価格は別の価格である。その辺りも協定に規定

することとした。 

・FECOPROD が肥料を販売することにすれば、証明書発行などに関して農牧省の管理費や

手間を減らすことができると思う。 
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・対象作物は、大豆、トウモロコシ、小麦とする。コメは FECOPROD 加盟農家ではあまり

栽培していない。いくつかの農協からどのくらいの需要があるかを聞いてみることは可

能。１週間ほど時間がほしい。 

・法律面に関しても農牧省、FECOPROD 双方が確認する必要がある。農牧省に関しては、

いままで FECOPROD に対しては、農業信用の一部として販売したことはあった。 

 

(2)  施肥基準 

・各農協の技術者が指導しているが、それらの指導内容はどこの農協のものも類似してい

る。FECOPROD としても、イタプア県の農業地方研究所の調査を基準に明確に標準化し

ている。 

・大豆を栽培しているような赤土の土壌はリンが不足、カリも少し不足。そのため、施肥

は NPK0-30-10 のような、窒素がほとんどなく、リンが多く、カリが少し入っている肥料

をまく。混合肥料を使わない場合、18-46-0 を使う。 

・長く使用した土地には、微量栄養素を入れる。 

100kg/ha (～150)が基準。 

48 万 ha の土地のうち、大豆農家の土地は、35 万 ha。その 60%は 50ha 未満の農家である。 

・施肥量（すべて播種期に施肥） 

- 大豆 100～150kg/ha 

- 小麦 50～150kg/ha（播種のかなり前から施肥をしなくてはならない。） 

- 小麦→大豆→トウモロコシの順で輪作を行っている。 

大豆、小麦、トウモロコシの順で肥料を使う。 

・小麦は収益性がそれほど良いというわけではないが、運転資金は稼げる。 
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ヒアリング結果（J.L.マジョールキン生産者団体） 

1．場所：J.L.マジョールキン農業者協議会/アルト・パラナ県 

2．時間：2009 年 12 月 4 日 11:00～ 

3．出席者： 

 Claudio Fleitas  農民 農業者協議会会長 

 Claudio Benítez Maciel 農民 農業者協議会顧問 

 Alfonso Trinidad  農民 農業者協議会会計副担当 

 Adalberto Ulán  農民 農業者協議会会計 

 Sinforiano Duarte  農民 農業者協議会会計 

 濱野 恵子  JICA ボランティア  

平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  農協について 

・この農協は、まだ組合としての法人格をもっておらず、組合として成立するための準備

中。生産者の集まりである。 

・今後、農牧省の指導の下、サトウキビの共同栽培、流通をめざしている。 

・メンバーは、297 名。メンバーの家族の標準人数は 5 名。ほとんどの場合メンバー家族の

世帯主が組合員。 

・J.L. マジョールキンがある地域は、小農が多い。小農というのは、20ha くらいまでの生

産者という理解でいる。 

・現在この生産者団体が行っている団体としての事業は、農機のリースのみ。 

・農機のリースに関しては、県所有の農機を各農家に時間単位でリースしている。リース

料はメンテナンス経費、燃料費、オペレーターの人件費をカバーできる程度に設定。県

から農機を借りる際の手続きは、申請書の提出のみであった。市長に援助をしてもらっ

て、グループ形成をした。 

・機械の種類は、トラクターのほか、噴霧器、播種機である。トラクターはアクセサリー

つきで貸す。 

・競売所があるが、まだ売れないので各生産者が生産物を中央卸売り市場に持ち込んでい

る。 

・市場で、食堂の運営をしている（スープ系の食堂とフライ系の食堂）。 

 

(2) 組合員について 

・家族の中の誰かが、エステ市やブエノスアイレスに出稼ぎに行っている人もいる。地域
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に仕事がないので、出稼ぎに行かざるを得ない。 

・組合員は、主に野菜を栽培している。トマト、レタス、ピーマン、ニンジン、ハツカダ

イコン、カボチャ、ホウレン草、ビーツ、タマネギ、ネギ、ニンニク、中国野菜、キュ

ウリ。穀物類、トウモロコシ、サヤインゲン、落花生、大豆、スイカ、メロン（在来種

及び日本種）などほとんどの野菜。そして炭。これらの野菜は、5～10%が自家消費、残

りが販売である。 

・養豚、ヤギ飼育、牛乳、薬草栽培をしている人もいる。 

 

(3) 施肥 

・野菜を作るためには、肥料は使用していない。特に大豆、トマトには肥料を使う。最近、

肥料を使用しないとほとんど育たないということがわかってきた。 

・化学肥料、オーガニック肥料を購入して使っている人もいる。 

・肥料は自分たちで牛糞などを利用して作る。サイロなどから残渣をもらってきたりする

こともある。購入する場合は、農獣医薬品販売店で購入。近郊には肥料の販売店はない。

今、肥料は高いため、生産者は自分でなんとかしている。 

・施肥は、農業普及員が指導。指導の頻度は特に決まっておらず、必要に応じて要請する。 

・技術者は、市単位の事務所に常駐している。 

・施肥の指導に際し、最近は土壌分析をまず行うように言われる。今はボランティアを通

じて CETAPAR で土壌分析をしてもらっている。 

・使ったことのある肥料 

- NPK0-20-10、トウモロコシ用は窒素が必要と聞いているので窒素系の肥料。 

- NPK12-12-17-2 トマト用 

・施肥の時期は、一般的に播種期であるが、トマトやスイカのように、芽が出た後に撒く

場合もある。トマトは 8 日に１回、水で薄めたものを灌漑で投入している。 

・灌漑設備を持っている人は組合員の１％である。 

 

(4) 種子 

・種は、大体収穫物からとる。また共同圃場で栽培したものを一部種にしたりする。共同

圃場の作業は結で行っている。 

・野菜（ピーマン、レタス、トマト、ニンジン、キュウリなど）の種は、購入している。 

・種取りについては、まだ自分たちは技術的に至らないところもある。やはり買ったほう

が品質は良い。 

 

(5) ある組合員の畑 

・耕作地は所有 2ha、借地 20ha。20ha の内訳は、大豆 15ha、スイカ 3.5ha、トウモロコシ 1.5ha。 

・スイカ、トウモロコシ、大豆に肥料を使っている。 
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・トウモロコシ（粉用）の場合、肥料の使用量は、100kg/ha、9 月 10 日にトラクターで作付

けする際、同時に施肥。販売価格は、脱穀後で 3,000G。収穫は 2,000～2,500kg/ha。 

・スイカの場合も種まきと同時に施肥。10 月に種まきをし、その後除草剤、殺菌剤を使っ

た。後で葉の成長を促す肥料を投入予定。収穫は 1 月 15 日頃の予定。 

・スイカの畑に関しても輪作をしている。スイカの後、緑肥作物を植える。スイカは年 1

回である。 

・トウモロコシ 9 月 15 日作付け→2 月 15 日収穫。その後ポロト豆→緑肥作物→トウモロ

コシと輪作している。 

・大豆 10 月 7 日作付け 同時に施肥。肥料（NPK0-20-10）は 150kg/ha。2 月 15 日頃収穫し

た後、トウモロコシの栽培。収穫量は、トウモロコシ 4,000～ 4,800kg/ha 作付けは 15ha。

大豆 3,000kg/ha 作付けは 15ha である。 

・播種期と収穫期に人を雇用することがある。播種期には、トラクターのオペレーター1 名

と、その他 2 名。収穫期にコンバインのオペレーター１名を雇用する。 

・スイカの栽培には、植え付け、除草、農薬散布、収穫の各段階に 3 名ずつ雇用。賃金は、

2,500G/人/日で、食事（朝、昼）、水つき。 

・組合員全員の一般的なことをいうと肥料はあまり使っていない。理由は価格が高いこと

と、知識がないからである。 

・市長が展示圃場用の土地を貸してくれた。市の苗床として、マテ茶、グレープフルーツ

の苗を育てている。   
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ヒアリング結果（日系農家/イグアス） 

1．場所：イグアス農家/イグアス 

2．時間：2009 年 12 月 4 日 13:50～ 

3．出席者： 

堤 広行    イグアス農家 

 平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

・1975 年に入植。家族は夫人と子供 3 人。長女はすでに嫁いでおり、長男、次男が家にい

る。長男は農協の製粉工場で働いており、次男が農業を始めたばかりである。 

・土地は、270ha を所有し、主に大豆、小麦、トウモロコシを栽培しており、うち 3ha は野

菜（メロン、トマト、ニンジンなどの果菜）を栽培している。 

・生産物の出荷は個人業者に対して行っている。 

・イグアス農協は昔、アスンセナ、コルメナという 2 つの日系農協で日系中央会をつくり、

販売所をいくつか所有していた。アスンセナ、コルメナが株式会社化されたとき、イグ

アスは脱退し、販売所を１カ所だけ譲り受けた。 

・大豆の作付けは、11～12 月。収穫は 2～3 月である。 

・トウモロコシ 

- 1 期 作付け 11～12 月、収穫 2～3 月 

- 2 期 作付け 2 月、収穫 8 月。 

・小麦の作付けは 4～5 月、収穫 9～10 月。 

・使用する肥料は野菜に関しては有機肥料のみで、大豆などの畑作に関しては化学肥料で

ある。 

・よく使用する肥料は、大豆には NPK4-30-10 であり、施肥量は 150kg/ha である。最近の購

入価格は US$500/MT であった。施肥は種まきと同時に行っている。 

・冬作の小麦、トウモロコシに対しては、DAP＋カリ肥料を 200－250kg/ha。後で、葉が 4

枚になった頃、追肥をする。以前は追肥には尿素を使用していたが、現在は、“sulfamo”

を 50-100kg/ha 使用している。 

・自分は直に作業はせず、人を雇用している。これらの人には、月額 150 万 G、その他の人

には、80 万 G（200G/時間）を支払っている。 

・所有農機 

- コンバイン１台 

- トラクター 3 台 （うち 1 台は、1978 年から使用している。） 

- その他、播種機、消毒機、石灰散布機など。 
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・イグアス農協の組合員は 90 名程度である。農協の活動は、サイロの共同使用、肥料・機

械の販売や給油所の運営などである。 

・直売所は、スーパーとなっている。サイロはこの辺りで一番大きなものとなっている。

大豆を貯蔵し、業者とまとめて契約して販売している。 

・肥料は農協で共同購入を行っている。 

・収穫量は、大豆は 1MT/ha。前の年は、3MT/ha であった。今年は旱魃の影響が出ている。通常

2MT/ha 程度取れないと赤字である。 

・大豆は、カーギル、ADM、ブンへなどに売る。シカゴの穀物相場に輸出用のコストを考

慮した金額で買取りされる。 

・トウモロコシは、1 期作で 1MT、2 期作で 4MT 収穫。6MT くらい収穫できないと利益が

出ない。 

・小麦の単収は 2MT/ha。移住してすぐのころは、500kg/ha 程度の収穫だった。 

・現在は、農協で製粉工場を持っている。 

・作付け面積は、大豆 250ha、トウモロコシ 145ha、小麦 153ha である。 

・野菜用肥料を使用している友人がいるが、価格は 20kg ¥1,000 程度とのことである。 

・野菜用肥料は高いため、大豆用肥料を代わりに使用することもある。 
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ヒアリング結果（肥料取り扱い業者/サンタ・リタ） 

1．場所：肥料取り扱い業者 Agrotec/サンタ・リタ 

2．時間：2009 年 12 月 4 日 16:00～ 

3．出席者： 

  Fernando Fernández 販売担当 

 平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

・肥料はすべて輸入品であり、複合肥料である。尿素も取り扱っている。 

・販売している肥料は、NPK5-20-10、NPK8-20-10、NPK0-40-10、NPK0-30-19、NPK10-20-10、

NPK0-20-10、NPK0-20-20。 

・NPK12-12-17-2 は扱っていない。 

・販売価格は、尿素 67 万 G/MT、10-20-10 65 万 G/MT、0-30-10 58 万 G/MT である。 

・ブラジル製のブンヘという会社の製品を取り扱っている。パラグアイに支社がある。 

・客先は、農協、個人、団体購入。そのうち個人が 60%を占める。 

・支社は全国に 7 カ所あり、アスンシオンには事務所がある。 

・取り扱い製品は、農薬、殺虫剤、除草在、液体肥料、バクテリア用、殺菌剤である。 
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ヒアリング結果（肥料取り扱い業者/サンタ・リタ） 

1．場所：肥料取り扱い業者 Agrofertil/サンタ・リタ 

2．時間：2009 年 12 月 4 日 16:35～ 

3．出席者： 

  Fabiano Piccoli Ghellere セールス・アドバイザー 

 平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

・大規模農家向け 大豆、小麦、菜種用の肥料を取り扱っている。 

・ブンヘ社（ブラジル）の代理店である。 

・取り扱い肥料及び価格  

肥料 価格（US$/MT）

NPK0-30-10 580

NPK00-20-10（大豆用） 500

NPK02-30-15+微量栄養素（カルシウム、ボ

ロン、亜鉛、モリブデンなど） 

700

NPK11-15-15（トウモロコシ、菜種、ヒマワ

リ用） 

550

NPK08-20-10 （トウモロコシ、小麦用） 450

尿素 700

NPK0-0-60（取り扱いはわずか） 1,000

上記価格は、作付け期の価格が高騰していた頃のもの。 

 

・販売先は、企業及び団体が 30％、個人が 70%程度である。 

・大豆、トウモロコシ、ヒマワリ、小麦の種子も扱っている。 

・除草剤、殺虫剤、殺菌剤も取り扱っている（パラグアイテクノミル社製。アスンシオン

近郊のビジェタという町に工場あり）。 

・肥料の競合相手はウルグアイ製、アルゼンチン製等が挙げられる。ペルー製はなし。 

肥　料
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ヒアリング結果（オニョンディベパ農協） 

1．場所：オニョンディベパ農協/イタプア県 

2．時間：2009 年 12 月 3 日 15:00～ 

3．出席者： 

  Daniel Adorno  農民組合長 

  Antonio Acosta  会計 

  Aurelio Paredes  役員 

  Sinforiano Espinola  書記担当役員 

  Rolando Diosnel Cáceles 副組合長 

  Geraldo Gomet  参事会 

  Justo Amarilla  参事会秘書 

 濱野 恵子  JICA ボランティア  

平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  農協について 

・農協組合員の主な栽培作物は大豆である。農協は集荷、共同販売を行っている。実際は、

組合員はコロニアス・ウニーダス農協に出荷している。 

・組合員 400 名のうち、拠出金を払っているのは、260 名。拠出金を払っている人のみ、融

資、資材調達サービスを受けられる。 

・融資として、種子、肥料、わずかな現金、技術支援などの提供を受け、収穫時に物納で

返済。利子は、22%（組合がコロニアス・ウニーダス農協から 15%で借り、組合の手数

7%を加える）。大豆、マテ、台湾桐（tung）、トウモロコシ、小麦、ヒマワリなどが融資

対象作物。各生産者は、生産計画を提出、それを農協がコロニアス・ウニーダス農協に

提出する。組合で雇用している技術者が農家を回って提技術指導を行っている。 

・農協は、4ｔトラックを所有している。 

 

(2)  組合員について 

・組合員は、農機を持っている人もいるが、所有率はわずか 10%程度である。農機を所有

している人は、自分の作業が終われば持っていない他の農民に有料で貸与している。組

合員は不耕起栽培を導入しており、鋤き込みと播種は同時に行っている。賃貸料は 18 万

G/ha である。 

・不耕起栽培をしてない場合、機械の使用料は、耕起と種蒔きで、50 万 G/ha、農薬散布と

追肥は、5 万 G/ha である。 
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・組合員は、自分の土地で耕作している。非活動組合員は、自分の土地を貸したりしてい

る（非活動組合員とは、拠出金を払っていないが、将来的にまた農業をしようとしてい

るため組合員としての登録をしている人）。 

・組合員の所有面積は、平均 8ha。20～30ha を持っている人もいる。自分の土地だけでなく、

土地を借りて農業をしている人は、265 名のうち 20 名くらいである。 

 

(3)  施肥について 

・肥料の形態は、粒状及び液体である。 

・よく使用される肥料の種類 

大豆：NPK0-0-10、NPK20-30-10 

小麦、トウモロコシ：NPK26-0-0  

・施肥基準 

技術者が指導をしてはいるが、通常 100～150kg/hg の粒状肥料を播種期に撒く。 

その後、葉の生育を助けるために、種蒔きの 1 カ月後に追肥（Folial Plus）2ℓ/ha を使用し

ている。 

・栽培状況 

大豆は天候に左右されるものの、単収は 2.6～3.0MT/ha。 1,200ha ほど栽培している。 

小麦は 300ha 栽培しており、施肥は播種期のみ行っている。 

トウモロコシは 150ha 栽培しており、4,000Kg/ha の収穫がある。施肥料は 150kg/ha であ

る。 

・肥料価格：大豆用で US$45/袋（50kgs）、小麦、トウモロコシ用で US$48/袋（調査時点で

の購入価格）である。昨年は、大豆用 US$62/袋、小麦、トウモロコシ用 US$65/袋であっ

た。その前は大豆用で US$20/袋だった。尿素は、トウモロコシ用 7 万 G/袋である。 

・肥料の使用量 

大豆用は、作付け期間１期に 2,500 袋、小麦で 1,200 袋である。 
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ヒアリング結果（ペルペトゥオ・ソコーロ農協） 

1．場所：ペルペトゥオ・ソコーロ農協/イタプア県 

2．時間：2009 年 12 月 5 日 9:40～ 

3．出席者： 

  Hugo Lezeano  組合長 

  Fidel Geona Gímenez 秘書 

 濱野 恵子  JICA ボランティア  

平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  農協の活動 

・技術支援（コロニアス・ウニーダス農協の技術指導を受けている。） 

・融資 

・共同購入（農業資材の共同調達） 

・生産指導（肥料の使い方など） 

・その他 民間の農業資材販売会社も集団講習会の形で技術指導。作付け１カ月前に集団

講習会。（毎年、各作物の作付け前に行われている）11 のゾーン別に行われる。 

・営農計画のモニタリング 

・各自の営農計画をもとに組合全体の営農計画を立てる。それにより、必要資材などを見

る。 

・購買所のクーポン券発行 

・このような営農体制は JICA の農協強化プロジェクトでかなり強化された。営農計画とそ

のモニタリングにしたがって融資を実行している。 

 

(2)  組合員について 

・栽培作物は、大豆、トウモロコシ、ヒマワリ、小麦、targato（エッセンスをとるための植

物）、ステビア、マテ、野菜、魚の養殖、台湾桐、自家消費用作物である。 

・組合員は、活動中の組合員が 400 名、非活動組合員が 180 名である。 

・組合員の土地所有面積は、8～10ha/人である。 

・組合員の営農形態は、家族経営である。 

・ステビア栽培などの手作業、大豆の一部の作付け、除草、野菜の草刈は家族で実施する。

機械作業は、外部に委託している。組合としては、できるだけ農家が機械を購入できる

ように支援したいと考えている。 
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・農業機械を現在所有している人は、組合員 400 名中、10～15 名であり、機械の種類は播

種機、トラクター、農薬散布機などである。コンバインは、400 名中 4 台所有している。

農協で所有している機械はない。機械を所有している人の大半は、他の人に貸与もして

いる。農業機械の使用代金に関しても農協は融資をしている。農業機械のリースは、組

合員を優先とする。機械使用代金の融資に関しては、組合員から機械を借り、作付け等

をして収穫がうまくいかなかった場合でも、再融資をするなどの対処を取る。また、大

豆の収穫で失敗した場合、大豆の収穫期ではなく、その後の小麦の収穫期まで返済を延

ばすなどの対処も行う。機械を所有していて、貸与してくれる組合員への機械の賃貸料

は組合が払う。 

・大豆はよく売れる、大豆は融資の対象になりやすいという理由で農家は大豆を作る。 

・農協全体の耕作地は、2,000ha である（自家用消費作物の栽培地、緩衝地帯、柵などにな

っている土地も含む) 。そのうち、大豆 1,500ha、大豆の裏作に小麦 600ha、ヒマワリ 200ha、

トウモロコシ 200ha を栽培している。 

・収量 

大豆  1,200kg/ha （旱魃の影響で、0～2,000kg） 
小麦   1,900kg/ha 
トウモロコシ 3,200kg/ha 
ヒマワリ 1,600kg/ha 
これらの 80%は、コロニアス・ウニーダス農協を通じで販売。残りの販売代金は農業資

材の見返りとして農業資材業者に渡る。 

 

(3)  施肥について 

・施肥量：大豆には 100kg/ha。今年は尿素を播種期に使用。トウモロコシ、小麦には DAP

を 120kg/ha、播種期に施肥。施肥する肥料の種類は、価格によって毎年変わる。 

・組合員の 50%が Fucai（カトリック大学、オエナウ支部の農業学部）で土壌分析を受けて

いる。有償で、費用は高い。 

 

(4)  肥料について 

・肥料は組合員の申請に基づき、農協が共同購入する。 

・買い付け先は、さまざまである。今年は、Ciabuy という会社より買い付けた。メーカー

は、Fertipar（ブラジル、パラナ州）である。 

・肥料は他にブラジル、ウルグアイ（INSULSA）などがメーカー。 

・価格は、尿素 US$580/MT（今回購入した価格）、DAP US$680/MT（現在受けているオフ

ァー）。 

・肥料の購入に関してはすべて収穫後に手形などで支払いをする（農家は証拠書類をそろ

え、契約書を締結する）。 

－ 79－



 

・農協全体で、年間 220MT を調達。ほとんどの生産者は肥料を使用している。 

・肥料が高騰していたときの対処としては、大豆には勧められた量を施肥したが、その後

に植えた作物には施肥をしなかった。 
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ヒアリング結果（ラ・パス農協） 

1．場所：ラ・パス農協/イタプア県 

2．時間：2009 年 12 月 5 日 15:00～ 

3．出席者： 

  河野 敏  組合長 

平田 眞  JICA パラグアイ事務所 

 二階 朋子  調査団員 

 大森 晶子  調査団員 

 村岡 心  通訳 

4．協議内容 

(1)  農協について 

・組合の歴史 

イタプア県下のラ・パス、チャベス移住地の農家を対象。 

1953 年、チャベス移住地に移住開始。 

1955 年、ラ・パス移住地に移住開始。元々450 家族移住。他の移住地への移住などで、

現在は 150 家族で構成される。 

農協としてまずは、生活物資の共同購入、学校、治安維持などを行った。 

その後 1970 年に、フジ、サンタロサ農協と統合。9 月に認可が下り、10 月 1 日に実働を

始めた。来年で 40 周年になる。 

 

最初はマテ、油桐、綿、トウモロコシなどを栽培。 

1973 年にオイルショックがおこり、大豆の相場が急騰し、大豆に移行。 

JICA から 2 台のブルドーザーを貸与され、耕地面積を拡大する。 

1980 年 組合として何とか落ち着いてきた。 

1990 年～ 農家経営が安定化。 

2000 年～ 大豆の収量、価格安定。裏作に小麦を栽培するようになる。 

 

＜多角化＞ 

1970 年～信用、購買、販売、営農指導を行って、農協としてはある程度落ち着いていた。

ただ、3 年に 1 度くらい、災害が起こり、農協経営も不安定であった。 

賛否両論はあったが、安定化のために更に農産加工導入を決めた。 

まず、製粉工場を建設。うまくいっており、剰余金が出るようになった。 

さらに現在、飼料工場を建設中である。2010 年 1 月に完成予定で、10MT/時の飼料が生

産できる見込みである。これには、製粉工場で出る小麦のカスそして組合員の生産する

トウモロコシ、ソルガムを使用する。 
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＜信用事業＞ 

現在 600 億円の貯金があり、貸し出しは 300 億円。 

JICA のツーステップローンで土地、機械を購入。 

余剰金が多く出てくるとまた別の問題が発生。 

組合の資金を銀行に預けるが、金融不安という問題がある。銀行の倒産で何度が被害に

あったりした（パラグアイでは、預金保証は、最低賃金の 100 カ月分である）。 

 

＜地域社会への貢献＞ 

地域の小学校への支援（スペイン語学校、日本語学校） 

夜間照明のあるバレーボール場、サッカー場、プールなどの建設。 

 

ラ・パス農協は、イグアス、ピラポと比べて以前から厳しい運営を行っている。それが

現在、実を結んでいる。 

現在組合員は 150 名、うち農業をしている人 80 名、それ以外は職員や日本へ出稼ぎ中で

ある。 

(2)  組合員について 

組合員の所有している機材は、平均で 

トラクター：2 台 

乗用車：2 台 

コンバイン：0～2 台 

 

(3)  肥料に関して 

・肥料は、まず組合員から注文を受け、農協がそれをまとめて購入する。 

・昔は小麦用として DAP、大豆用として NPK5-30-10 を使用していた。 

・非常にたくさんの種類の肥料が市場に出回っているが、今でも小麦には 18-46-0 が多く使

用されている。 

・CETAPAL 等で土壌分析をしてもらう。分析表にコメントがついており、それに従い足り

ない要素の肥料の施肥を行う。または商社の売り込みにより、使用する肥料を選択する

こともある。 

・以前は多くの肥料を無駄に使っていたと思う。 

・現在、組合では営農指導部に 3 名の技術者を雇用している。うち、2 名は大学の農学部を

卒業したての者である。 

・土壌分析ができる機関は、CETAPAR の他に大学や会社もある。 

・肥料使用量 

小麦： 

1990 年代、100kg/ha 
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2000 年代、200kg/ha 

 

大豆： 

1990 年代 肥料を使用していなかった。土壌の状態が良かったため、肥料を使わな

くてもよく収穫できた。 

2000 年代 肥料の使用を開始した。 

 

トウモロコシ： 

使用量は小麦と同じで使用する肥料は DAP。肥料なしだと、4MT/ha、肥料ありで 8MT/ha。

トウモロコシは、施肥効果がよく現れる。 

 

3 品目とも播種期に施肥を行う。 

- トウモロコシ 8 月 

- 大豆 10～11 月（8 月頃大豆を蒔く農民もいる。ブラジルからの導入） 

- 小麦 5 月 

 

追肥として少しだけ尿素を使用する。 

 

・肥料は、信用のある商社から購入する。初めて取引する商社からいきなり購入するよう

なことはしない。納期遅延をしたところは除外。これらの条件に合致する商社の中で一

番安い値段を提示した会社から購入する。 

 

(4) 営農状況 

・コメは農協全体で 50MT 生産、販売している。他の地域でもブラジル向けのコメを大規

模に作っている人が出てきている。 

・大豆農家は、借り入れも含め 160ha 程度の農地で栽培している人が多い。 

・100ha 以下の組合員は約 35%である。野菜の栽培も行っているが、これらの人たちは経営

が厳しい。飼料工場ができたら、飼料が安く手に入るようになるので、ニワトリ、豚な

どの飼育をしたらどうかと指導している。 

・大豆、小麦だけを栽培している人は、実際は稼働時間が少ない。彼らに対しても、天候

などによる収穫の良不良があっても、自分の生活費程度は賄えるように稼動範囲内、無

理のない範囲で養鶏、養豚などをやっていくように指導している。 

・家族外労働者 

100ha 以下の農家では、１、2 名の使用人を雇用している。入植当初は 10 名程度の雇用が必

要だった。 

・信用事業では、営農資金（農薬、肥料代）を融資している。 

－ 83－



 

(5) 2KR 事業について 

・自分たちも 2KR の見返り資金プロジェクトで世話になった。 

・FECOPROD 中心の販売でよいのではないか。農牧省が各農協に直接売ると、不正が起こ

る可能性がある。 

－ 84－
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